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【目的】

スポーツビジネスを行っていく中で、チケット

販売収入は収益の大きな柱である。

海保（2000）は入場料収入が１ゲーム当たり観客

者数とゲーム数、及びチケット価格で規定されるも

のの、チケット価格を上げるという選択肢やゲーム

数を増やすという選択肢で収益を上げる策は取りに

くいため、１ゲーム当たりの観客者数を増やす方向

で対応することが現実的であるという指摘をしてい

る。

また、佐藤(2009)も既存の観戦者のうち、チケッ

ト販売で増益を考えた場合、コアな観客が重要な存

在であることを先行研究で指摘している。プロスポ

ーツチームにおけるコアな観客とは、ファンクラブ

会員がその筆頭ではないだろうか、佐藤（2009）の

研究ではファンクラブ会員の継続意図に影響を与え

る要因は研究対象になっているが、そもそものファ

ンクラブの意義や収益に与える影響などは論じられ

ていない。

そこで、本研究では、プロスポーツ団体が安定的

な収入を得るためにプロスポーツ団体とファンクラ

ブの関係性、同時にその有用性（再観戦意図、観戦

頻度や支払意志に及ぼす影響）をアメリカンフット

ボールのプロリーグ（X リーグ）に特化して探って

いく。

【方法】

２０１０年１０月２３日、２４日に開催されたＸリ

ーグ公式戦にて、観戦者調査で使われる項目と、フ

ァンクラブに関する質問項目を用意し、配布形式の

アンケート調査を行った。

調査項目の中で、ファンクラブとの関わりについ

て以下の質問項目を抽出し研究対象とした。

Ⅰ、ファンクラブに関して

１、 ファンクラブに加入しており、今後も

継続していく

２、 ファンクラブに加入しており、今後は

継続しない

３、 ファンクラブに加入していないが、加

入したい

４、 ファンクラブに加入しておらず、今後

も加入意思はない

Ⅱ、再観戦についての自己を「１．まったく思わ

ない」から「７、おおいに思う」のリッカード型尺

度の７段階評定を用いた。

Ⅲ、２０１０年シーズンにＸリーグの試合を何回

観戦したか

この中で本研究では、ファンクラブとの関わりに

ついて、ファンクラブ継続率とは切り離して分析を

行う為、１と２を加入している群とし、３と４を加

入していない群と分別し、それぞれが再観戦意図と

観戦頻度に与える影響を数値化して割り出した。

【結果】

４人に１人がファンクラブに加入しており、ファ

ンクラブへの入会希望者数を合わせると２人に１人

はファンクラブへの関心を示した結果となった。

次に、ファンクラブ加入群の「再観戦意図」「年間

の試合観戦頻度」の平均値は、未加入群のそれを大

いに上回る有意差が認められた。また、支払意志に

関しては有意な差が認められなかった。

配布数は３８４７枚、回収数は２０４８枚であっ

た。無効なサンプルを除いた結果、有回答数は２０

４５枚、有効回答率は５３.２(以下切り捨て)％であ

った。

【考察】

今回の調査結果の支払い意志に有意差がなく、再

尾観戦意図と観戦頻度に有意差が生まれたことは、

「チーム・ロイヤルティ」「ファンクラブの特典」

「ファンクラブ入会動機と観戦動機」の観点から考

察できる。

ファンクラブ特典の中には、チケットの安価な配布、メ

ール配信サービス、選手との交流会などが用意されて

おり、再観戦調査や観戦頻度の先行研究で指摘されて

いる再観戦を誘因する「他者への優越感」「情報接触

度」「チーム・ロイヤルティ」をしているために、ファンクラ

ブ加入者に関して今回の調査結果が出たと考察でき

る。

また、藤本(2002)や松岡(2002)が北米で野球観戦

について研究されたフレームワーク(Trail ＆

James,2001)をベースに考察した場合も、両氏が観戦

動機に挙げている 10 因子のうち、ファンクラブに入

会した時点で、自然受動的に 5因子を満たすことが

できると考察でき、これらすべての要素が重なり、

ファンクラブ加入者は再観戦意図や、観戦頻度が高

いと考えられる。


